
(57)【要約】

【課題】一般的な断面形状のカテーテルを用いて、ガイ

ドワイヤの先端部分が膵胆管内等から抜け出さないよう

にカテーテルだけを内視鏡の処置具挿通チャンネルから

抜去することができ、しかも膵胆管の損傷、閉塞或いは

膵胆管からの抜去不能のリスク等のない安全な側方視型

内視鏡の先端部を提供すること。

【解決手段】処置具突出口３ｂから単独で突出されたガ

イドワイヤ３０の先端部分が処置具突出口３ｂ内に引き

込まれる際に接触する処置具起上片４のガイドワイヤ案

内面をゴム材４ｂで形成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 脱 自 在 な カ テ ー テ ル を 通 す こ と が で き る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル が 挿 入
部 内 に 挿 通 配 置 さ れ る と 共 に 、 上 記 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る こ と に
よ り 駆 動 さ れ る 処 置 具 起 上 片 が 、 上 記 挿 入 部 の 先 端 に 側 方 に 向 い て 開 口 す る 処 置 具 突 出 口
内 に 配 置 さ れ 、 上 記 処 置 具 突 出 口 か ら 外 方 に 突 出 す る 上 記 カ テ ー テ ル の 突 出 方 向 を 上 記 処
置 具 起 上 片 で 制 御 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ た 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、
　 上 記 処 置 具 突 出 口 か ら 単 独 で 突 出 さ れ た 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 が 上 記 処 置 具 突 出
口 内 に 引 き 込 ま れ る 際 に 接 触 す る 上 記 処 置 具 起 上 片 の ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 を ゴ ム 材 で 形 成
し た こ と を 特 徴 と す る 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 カ テ ー テ ル が 上 記 処 置 具 突 出 口 か ら 突 没 さ れ る 際 に 接 触 す る 上 記 処 置 具 起 上 片 の カ
テ ー テ ル 案 内 面 が 上 記 ゴ ム 材 よ り 滑 り の よ い 部 材 で 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 側 方 視
型 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 処 置 具 突 出 口 か ら 突 没 す る 処 置 具 を 案 内 す る 上 記 処 置 具 起 上 片 の 処 置 具 案 内 面 が 奥
側 へ 次 第 に 幅 が 狭 ま る 溝 状 に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 底 部 寄 り の 部 分 が 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 案
内 面 、 開 口 部 寄 り の 部 分 が 上 記 カ テ ー テ ル 案 内 面 に な っ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 側 方 視 型 内
視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 カ テ ー テ ル 案 内 面 が 溝 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 が 上 記 カ テ
ー テ ル 案 内 面 の 底 部 に 上 記 カ テ ー テ ル 案 内 面 よ り 狭 幅 の 溝 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記
載 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 膵 胆 管 等 の よ う な 細 い 管 腔 内 に カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 、 そ の カ テ ー テ ル を さ ら に 別 の カ
テ ー テ ル に 交 換 す る カ テ ー テ ル 交 換 術 等 を 行 う 際 に は 、 先 ず ガ イ ド ワ イ ヤ が 挿 通 配 置 さ れ
た カ テ ー テ ル の 先 端 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 経 由 し て 膵 胆 管 等 に 挿 入 し 、 次 い
で ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 だ け を 膵 胆 管 内 に 残 し て カ テ ー テ ル を 抜 去 し 、 そ の ガ イ ド ワ イ
ヤ を ガ イ ド に し て 別 の カ テ ー テ ル を 挿 入 す る 手 技 が と ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 単 純 に ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 を 膵 胆 管 内 に 残 し て カ テ ー テ ル だ け を 抜 去 し よ う と
す る と 、 内 視 鏡 に 設 け ら れ て い る 長 い 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら カ テ ー テ ル を 引 き 出 す 操
作 を し て い る 際 に ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 が 膵 胆 管 か ら 抜 け 出 て し ま い 、 全 て を 初 め か ら
や り 直 さ な け れ ば な ら な い 場 合 が 多 々 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ れ を 防 止 す る た め に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 を 膵 胆 管 内 で 膨 ら ま せ て 抜 け 止 め 機 能 を 得
ら れ る よ う に す る こ と も 考 え ら れ る が 、 膵 胆 管 の 損 傷 や 閉 塞 を ま ね い た り 、 膨 ら ん だ ま ま
元 へ 戻 ら な く な っ て ガ イ ド ワ イ ヤ が 抜 去 で き な く な る リ ス ク が あ る 等 の 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 従 来 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 手 元 側 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル の 入 口 部 分 に 選
択 的 に 固 定 す る こ と が で き る よ う に し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ １ ５ ３ ０ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に ガ イ ド ワ イ ヤ の 手 元 側 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿
通 チ ャ ン ネ ル の 入 口 部 分 に 固 定 し た 状 態 で カ テ ー テ ル だ け を 抜 去 で き る よ う に す る に は 、
ガ イ ド ワ イ ヤ を カ テ ー テ ル の 外 面 に 沿 わ せ る 必 要 が あ る の で 、 Ｕ 字 溝 が 外 面 に 全 長 に わ た
っ て 形 成 さ れ た カ テ ー テ ル 等 の よ う に 特 殊 な 断 面 形 状 の カ テ ー テ ル を 使 用 し な け れ ば な ら
ず 一 般 的 で な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 一 般 的 な 断 面 形 状 の カ テ ー テ ル を 用 い て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 が
膵 胆 管 内 等 か ら 抜 け 出 さ な い よ う に カ テ ー テ ル だ け を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら
抜 去 す る こ と が で き 、 し か も 膵 胆 管 の 損 傷 、 閉 塞 或 い は 膵 胆 管 か ら の 抜 去 不 能 の リ ス ク 等
の な い 安 全 な 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 脱
自 在 な カ テ ー テ ル を 通 す こ と が で き る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル が 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ る
と 共 に 、 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る こ と に よ り 駆 動 さ れ る 処 置 具 起 上
片 が 、 挿 入 部 の 先 端 に 側 方 に 向 い て 開 口 す る 処 置 具 突 出 口 内 に 配 置 さ れ 、 処 置 具 突 出 口 か
ら 外 方 に 突 出 す る カ テ ー テ ル の 突 出 方 向 を 処 置 具 起 上 片 で 制 御 す る こ と が で き る よ う に 構
成 さ れ た 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 処 置 具 突 出 口 か ら 単 独 で 突 出 さ れ た ガ イ ド ワ
イ ヤ の 先 端 部 分 が 処 置 具 突 出 口 内 に 引 き 込 ま れ る 際 に 接 触 す る 処 置 具 起 上 片 の ガ イ ド ワ イ
ヤ 案 内 面 を ゴ ム 材 で 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 カ テ ー テ ル が 処 置 具 突 出 口 か ら 突 没 さ れ る 際 に 接 触 す る 処 置 具 起 上 片 の カ テ ー テ
ル 案 内 面 が ゴ ム 材 よ り 滑 り の よ い 部 材 で 形 成 さ れ て い る と よ い 。 そ し て 、 処 置 具 突 出 口 か
ら 突 没 す る 処 置 具 を 案 内 す る 処 置 具 起 上 片 の 処 置 具 案 内 面 が 奥 側 へ 次 第 に 幅 が 狭 ま る 溝 状
に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 底 部 寄 り の 部 分 が ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 、 開 口 部 寄 り の 部 分 が カ テ
ー テ ル 案 内 面 に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 カ テ ー テ ル 案 内 面 が 溝 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 が カ テ ー テ ル
案 内 面 の 底 部 に カ テ ー テ ル 案 内 面 よ り 狭 幅 の 溝 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 処 置 具 突 出 口 か ら 単 独 で 突 出 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 が 処 置 具
突 出 口 内 に 引 き 込 ま れ る 際 に 接 触 す る 処 置 具 起 上 片 の ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 を ゴ ム 材 で 形 成
し た こ と に よ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 単 体 で 処 置 具 突 出 口 を 通 過 す る 際 に は 大 き な 摩 擦 抵 抗 を
受 け る の で 、 一 般 的 な 断 面 形 状 の カ テ ー テ ル を 用 い て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 が 膵 胆 管
内 等 か ら 抜 け 出 さ な い よ う に カ テ ー テ ル だ け を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 抜 去 す
る こ と が で き 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 を 膵 胆 管 内 に 保 持 す る た め の 阻 止 力 が 膵 胆 管 に は
加 わ ら な い の で 、 膵 胆 管 の 損 傷 、 閉 塞 或 い は 膵 胆 管 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 抜 去 不 能 に な る 等
の リ ス ク が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 脱 自 在 な カ テ ー テ ル を 通 す こ と が で き る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル が 挿 入
部 内 に 挿 通 配 置 さ れ る と 共 に 、 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る こ と に よ り
駆 動 さ れ る 処 置 具 起 上 片 が 、 挿 入 部 の 先 端 に 側 方 に 向 い て 開 口 す る 処 置 具 突 出 口 内 に 配 置
さ れ 、 処 置 具 突 出 口 か ら 外 方 に 突 出 す る カ テ ー テ ル の 突 出 方 向 を 処 置 具 起 上 片 で 制 御 す る
こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ た 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 処 置 具 突 出 口 か ら 単 独
で 突 出 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 分 が 処 置 具 突 出 口 内 に 引 き 込 ま れ る 際 に 接 触 す る 処 置
具 起 上 片 の ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 を ゴ ム 材 で 形 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 こ の 内 視 鏡 は 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 に 連 結 さ
れ た 先 端 部 本 体 ２ の 側 方 を 観 察 領 域 と す る い わ ゆ る 側 方 視 型 内 視 鏡 で あ っ て 、 観 察 窓 や 照
明 窓 等 が 先 端 部 本 体 ２ の 側 面 に 配 置 さ れ 、 挿 入 部 １ の 基 端 に 操 作 部 １ ０ が 連 結 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 挿 入 部 １ 内 に は 、 カ テ ー テ ル そ の 他 各 種 の 処 置 具 を 通 す こ と が で き る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン
ネ ル ３ が 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 そ の 入 口 開 口 ３ ａ は 挿 入 部 １ と 操 作 部 １ ０
と の 連 結 部 付 近 に 斜 め 上 方 に 向 け て 配 置 さ れ 、 出 口 開 口 で あ る 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ は 観 察 方
向 と 向 き を 合 わ せ て 先 端 部 本 体 ２ の 側 面 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ の 内 側 に は 、 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ か ら 外 方 に 突 出 す る 処 置 具 等 の 突 出 方
向 を 制 御 す る た め の 処 置 具 起 上 片 ４ が 配 置 さ れ て い て 、 処 置 具 起 上 片 ４ を 回 動 駆 動 す る た
め の 操 作 ワ イ ヤ ５ が 、 操 作 部 １ ０ に 配 置 さ れ た 操 作 レ バ ー １ １ に よ り 進 退 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 先 端 部 本 体 ２ 付 近 を 拡 大 し て 示 す 側 面 断 面 図 、 図 ５ は 平 面 図 で あ り 、 全 長 に わ た
っ て ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ が 挿 通 さ れ た カ テ ー テ ル ２ ０ が 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ３ に 通 さ れ て
、 カ テ ー テ ル ２ ０ の 先 端 部 分 が 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ か ら 外 方 に 突 出 し た 状 態 が 図 示 さ れ て い
る 。 図 ５ に 示 さ れ る ６ は 観 察 窓 、 ７ は 照 明 窓 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 処 置 具 起 上 片 ４ は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 支 軸 ４ ｘ を 中 心 に 回 動 自 在 に 先 端 部 本 体 ２ に
取 り 付 け ら れ て い て 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ３ に 挿 通 さ れ た 処 置 具 （ こ こ で は カ テ ー テ ル
２ ０ ） が 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ か ら 突 没 す る 際 に 処 置 具 （ ２ ０ ） を 案 内 す る た め の 処 置 具 案 内
面 ４ ａ が 処 置 具 起 上 片 ４ の 表 面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 操 作 ワ イ ヤ ５ の 先 端 は そ の よ う な 処 置 具 起 上 片 ４ の 支 軸 ４ ｘ か ら 離 れ た 位 置 に 連 結 さ れ
て お り 、 操 作 ワ イ ヤ ５ が 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 さ れ る こ と に よ り 、 処 置 具 起 上 片 ４ が 支 軸 ４
ｘ を 中 心 に 回 動 し て 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ か ら の 処 置 具 （ ２ ０ ） の 突 出 方 向 が 変 化 す る 。 な お
、 処 置 具 起 上 片 ４ に 直 結 さ れ た ア ー ム 等 に 操 作 ワ イ ヤ ５ の 先 端 を 連 結 し て も よ く 、 そ の 部
分 の 機 構 は 公 知 の 各 種 機 構 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の よ う な 構 成 に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ５ が 操 作 部 １ ０ 側 か ら 牽 引 操 作 さ れ て い な い 時 は 、
図 ４ に 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ が 広 く 開 放 さ れ た 状 態 に な っ て お り 、
矢 印 Ａ で 示 さ れ る よ う に 操 作 ワ イ ヤ ５ が 操 作 部 １ ０ 側 か ら 牽 引 操 作 さ れ る と 、 処 置 具 起 上
片 ４ が 支 軸 ４ ｘ を 中 心 に 回 動 し 、 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ か ら 外 方 に 突 出 す る 処 置 具 （ ２ ０ ） が
、 図 ４ に 実 線 で 示 さ れ る よ う に 起 上 さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 処 置 具 起 上 片 ４ の 処 置 具 案 内 面 ４ ａ は 、 奥 側 へ 次 第 に 幅 が 狭 ま る 鈍 角 の Ｖ 字 状 に 形 成 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 カ テ ー テ ル ２ ０ 内 に 挿 通 さ れ て い る よ う な 径 の 細 い ガ イ ド ワ イ ヤ
３ ０ が 単 体 で 通 過 す る 際 に は 、 処 置 具 案 内 面 ４ ａ の 底 寄 り の 部 分 が ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 に
な り 、 カ テ ー テ ル ２ ０ が 通 過 す る 際 に は そ れ よ り 開 口 部 寄 り の 部 分 が カ テ ー テ ル 案 内 面 に
な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 実 施 例 の 処 置 具 起 上 片 ４ は 、 単 体 で 図 示 す る 図 ６ に も 示 さ れ る よ う に 、 ガ イ ド ワ イ
ヤ 案 内 面 に な る 処 置 具 案 内 面 ４ ａ の 底 寄 り の 部 分 だ け が 摩 擦 係 数 の 大 き な ゴ ム 材 ４ ｂ で 形
成 さ れ 、 処 置 具 起 上 片 ４ の そ の 他 の 部 分 は ゴ ム 材 ４ ｂ よ り 滑 り の よ い ス テ ン レ ス 鋼 又 は プ
ラ ス チ ッ ク 材 等 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 カ テ ー テ ル ２ ０ が 処 置 具 案 内 面 ４ ａ を 通 過 す る 際 に は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示
さ れ る よ う に カ テ ー テ ル ２ ０ が ゴ ム 材 ４ ｂ と 接 触 す る こ と な く 、 金 属 面 又 は プ ラ ス チ ッ ク
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面 で あ る 処 置 具 案 内 面 ４ ａ の カ テ ー テ ル 案 内 面 に 沿 っ て 進 退 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ が 単 体 で 処 置 具 案 内 面 ４ ａ を 通 過 す る 際 に は 、 図 １ 及 び 図 ２
に 示 さ れ る よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ が 、 ゴ ム 材 ４ ｂ に よ り 形 成 さ れ て い る ガ イ ド ワ イ ヤ
案 内 面 と 接 触 し た 状 態 で 大 き な 摩 擦 抵 抗 を 受 け な が ら 進 退 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ ～ 図 １ ０ は 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 順 に 示 し て お り 、 先 ず 図 ７
及 び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ が 内 挿 さ れ た 状 態 の カ テ ー テ ル ２ ０ を 内 視
鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ３ に 通 し て 、 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ か ら 膵 胆 管 １ ０ ０ に 向 か っ て 突
出 さ せ た カ テ ー テ ル ２ ０ の 先 端 部 分 を 膵 胆 管 １ ０ ０ 内 に 差 し 込 む 。 カ テ ー テ ル ２ ０ は 一 般
的 な 円 形 断 面 形 状 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 手 元 側 で ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ を 動 か な い よ う に 押 さ え て カ テ ー テ ル ２ ０ だ け を 引
き 出 す 操 作 を 行 い 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 カ テ ー テ ル ２ ０ が 処 置 具 突 出 口 ３ ｂ の 内 側 ま
で 退 避 し た 状 態 に な る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ が 処 置 具 起 上 片 ４ の ゴ ム 材 ４ ｂ （ ガ イ ド ワ イ
ヤ 案 内 面 ） に 接 触 し た 状 態 に な っ て 大 き な 摩 擦 抵 抗 を 受 け 、 カ テ ー テ ル ２ ０ の 引 き 出 し 動
作 程 度 で は ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ の 先 端 が 膵 胆 管 １ ０ ０ 内 か ら 抜 け 出 さ な く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し た が っ て 、 そ れ 以 降 は ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ の 保 持 に さ ほ ど 気 を つ か う こ と な く カ テ ー テ
ル ２ ０ を 一 気 に 抜 去 し て 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 膵 胆 管 １ ０ ０ 内 に ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０
の 先 端 を 残 し た 状 態 で カ テ ー テ ル ２ ０ だ け を ス ム ー ズ に 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ３ か ら 抜 去
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ の 先 端 を 膵 胆 管 １ ０ ０ 内 に 保 持 す る た め の 阻 止 力 は 内 視 鏡 側
の 部 材 で あ る 処 置 具 起 上 片 ４ に 加 わ っ て 膵 胆 管 １ ０ ０ に 加 わ ら な い の で 、 膵 胆 管 １ ０ ０ の
損 傷 、 閉 塞 或 い は ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ が 膵 胆 管 １ ０ ０ か ら 抜 去 不 能 に な る 等 の リ ス ク が な い
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 処 置 具 起 上 片 ４ を 示 し て お り 、 Ｖ 溝 状 に 形 成 さ れ た 処
置 具 案 内 面 ４ ａ を カ テ ー テ ル 案 内 面 と す る 点 は 第 １ の 実 施 例 と 同 じ で あ る が 、 そ の Ｖ 溝 状
の カ テ ー テ ル 案 内 面 の 底 部 に ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ が 通 過 可 能 で カ テ ー テ ル ２ ０ は 通 ら な い 狭
幅 の 溝 を 形 成 し 、 そ の 部 分 の み に ゴ ム 材 ４ ｂ を 配 置 し て ガ イ ド ワ イ ヤ 案 内 面 と し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 １ ２ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 示 し て お り 、 処 置 具 起 上 片 ４ の 先 端 寄 り の 部 分
（ 支 軸 ４ ｘ か ら 離 れ た 側 の 部 分 ） を ゴ ム 材 ４ ｂ で 形 成 し た も の で あ る 。 こ の よ う に 構 成 し
て も 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ の 先 端 が 膵 胆 管 １ ０ ０ 内 か ら 抜 け 出 す こ と を 抑 制 す る こ と が で き
、 処 置 具 起 上 片 ４ 全 体 を ゴ ム 材 ４ ｂ で 形 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 単 体 で 突 没
す る 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 単 体 で 突 没
す る 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら カ テ ー テ ル が 突 没 す る 状 態
の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら カ テ ー テ ル が 突 没 す る 状 態
の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 の 処 置 具 起 上 片 を 単 体 で 示 す 斜
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視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 例 示 す る 略 示 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 例 示 す る 略 示 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 例 示 す る 略 示 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 例 示 す る 略 示 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 の 処 置 具 起 上 片 の 部 分 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 の 処 置 具 起 上 片 を 単 体 で 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体 （ 挿 入 部 の 先 端 ）
　 ３ 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
　 ３ ｂ 　 処 置 具 突 出 口
　 ４ 　 処 置 具 起 上 片
　 ４ ａ 　 処 置 具 案 内 面
　 ４ ｂ 　 ゴ ム 材
　 ４ ｘ 　 支 軸
　 ５ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 １ ０ 　 操 作 部
　 １ １ 　 操 作 レ バ ー
　 ２ ０ 　 カ テ ー テ ル
　 ３ ０ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ
　 １ ０ ０ 　 膵 胆 管
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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